「かたち」をめぐる日本美術史の可能性―西洋美術史からの視点― by 佐藤 直樹
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はじめにヴァールブルクの「ムネモシュネ・アトラス」計画ヴァールブ ク・ハウスの「政治的図像学」プロジェクトおわりに
　
　日本美術史研究のために
　　　
はじめに
　
平成二六年度一月一〇日から一二日にかけて東京文化財研究所で開催された国際
研究集会「 「かたち」再考
　
　開かれた語りのために」において、筆者はセッショ
ン
（〈 「かたち」を支えるもの〉において司会を務め
た
）（
（
。日本・東洋美術史と西洋
美術史の 者が一同に会し、 「かたち」のありかたをめぐり、多方面からアプローチを試みたことで相互に刺激的な討論を行うことができたように思われる。講演と討議、そして最終日のラウンドテーブルを含めて筆者自身も非常に多くの示唆を得ることとなった。普段は接することの少 い異分野の研究者たち、とりわけ和歌研究者渡部泰明氏の講演は、以前から西洋美術史の「かたち」を考える際に興味のあったアビ・ヴァールブルクの「
情パトスフォルメル
念の定型
」
Pathosform
el が、日本においては和
歌の「五七五七七」という定型 なかに込め れているのではないか 思い至 契機となった
）（
（
。その後、この国際集会後に考察したことを発表する場を同研究所から
与えられ、日本美術史学の今後の展開の可能性 一つの提案をすることとなっ
た
）（
（
。
本稿は、そのときの発表をま めたも である。シンポジウム自体が と
いう大きな主題を「開かれた語り」とすることが目的であったため、 本稿の性質も、美術史学的な調査研究を踏まえ 実証的なものではなく、新しい美術史学のための自由な思索の記録である。そのため、日本美術史学の研究者には、正確ではない点が目につくと思われるが、歴史的な事実や作品に関わる史料的な問題はここ 扱わず、造形問題に関して大鉈を振るうことで 新しい視点が生まれることを期待したものであることを初めにお断りしておきたい。　
シンポジウムでは「かたち」に対して、これまでの様式論とは異なるアプローチ
の可能性が探られたが、西洋美術史を学ぶ側から 提案として二〇世紀ドイツの文化学研究者にしてイコノロジー研究の祖アビ・ヴァールブルク
（
Aby W
arburg, 1866-
1929 ）による 「情念の定型」 の思想を例に挙げた。 「かたちには人の心がこもっている」
という本シンポジウムの主題を象徴する発言がセッション
（の冒頭で綿田稔氏によ
ってなされたが
）（
（
、この発言はまさしくヴァールブルクが解明しようと試みた「死な
ないかたち」すなわち「情念の定型」という概念と同じものだからである。ヴァールブルクの研究は、かた と人の心、そして情念がかたち よって時代 超えて運ばれていくという現象を視覚資料を用い 証明しよ というものであっための彼のプロジェクトがどういうものであったか また彼の 遺産 どう継承されてきた かをまずは紹介し 。　　　
ヴァールブルクの「ムネモシュネ・アトラス」計画
　
一八六六年六月一三日にハンブルクの裕福なユダヤ系銀行家の長男としてアビは
生まれた
（挿図
（）。現在もハンブルクで続くヴァールブルク銀行である。アビは、
ボン、ミュンヘン、ストラスブー で考古学 美術史を び、博士論文のテーマはボッティチェルリの「ヴィーナ の誕生」と「春」であった アビは長男であっが家督の相続を嫌い、一三歳のときに弟に家督を譲る代償として、好きなだけ本を買ってもいいこと 弟たちに約束 せる。この契約が忠実に守られ こ によって後に私設のヴァールブルク文化学図書館
（
K
ulturw
issenschafltiche Biliothek W
arburg ）
が
作られることとなる
（挿図
（）
）（
（
。生涯、美術研究を続けるが、それまでの美術史に
はない人文学の総合ともいえるイコノロジーの基礎を築いた。ハンブルク大学では
「かたち」をめぐる日本美術史の可能性
佐
　
藤
　
直
　
樹
︱︱
　西洋美術史からの視点︱︱
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一九一九年から教授を務め、パノフスキー、ゴンブリッチらが後継者としてイコノロジーを大成していくこととなる。一九二九年一〇月二六日、アビは心臓発作に見舞われて急逝する。享年六三歳であった。ヴァールブルクの死後 ナチスの台頭と第二次大戦の勃発により、ユダヤ系 がために迫害をおそれたこの図書館は、助手のゲルトルート・ビンクとフリッツ・ザクスルによってロンドンに移転する。建物以外 すべて、書籍、写真、手紙やメモ類を含むあらゆる資料がハンブルクから持ち出された。それらの資料が元になり、現在のロンドン大学附属ウォーバーグ研究所
（
Th
e W
arburg Institute ）
が生まれた。
　
ヴァールブルクが生涯思索をめぐらせていたのは、古代以来の芸術的な形態形成
のなかで象徴化したもの、つまり西洋の美術においてなぜ人間が行う「かたち」が死なずに生き続けていくのかという問題であった。 古代の人間像に表されたような、激しく「叩く」あるいは「悲しむ」などのポーズが、死なずに現代まで継承されていく理由はどこ あるのか、この問いを生涯かけて考えていった。そうした思考のために、美術作品はもとよりポスターやチラシ、切手などを含む視覚資料全般を考察の対象 捉え、木枠に黒い布を貼っ に写真をピンで止めたパネルを制作た。そ パネルごと写真撮影したも に 解説つきの「アトラス」 す わち思考のための「方位図」を作成しようと目論んだのである
（挿図
（）。これが、一九二
四年に開始されたアビの最後の大き プロジェクト、記憶の女神を意味する「ムネ
挿 図 （　 ア ビ・ ヴ ァ ー ル ブ ル ク、
（（00 年頃の写真（（（ 歳頃）
挿図 （　ヴァールブルク文化学図書館、Heilwigstraße 
116,  20249 Hamburg（写真は現在のヴァールブルク・
ハウス）
挿図 （　閲覧室におけるアトラス展示
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モシュネ・アトラス」
（
Bilderatlas M
nem
osyne ）
であった。このアトラスは美術史の領
域だけでなく、越境的な心理学的問題設定をはらむものであり、まさに彼の思考の断片がここに色濃く残されている。このアトラスをあらゆる考察の出発点として、ヴァールブルクは次のような基本的な問いにこだわり続けた。人間はなんのために芸術を創作するのか、芸術は人間にとってなんの役に立つのか、芸術はなぜ、そしてどのようにして実存的な昨日の一つを引き受ける か、という大きな、そして解決不可能に思われる問いである
）（
（
。未完に終わったアトラスは、結局のところ彼によ
る一行の解説も残っていな 。パネルの現物は何一つなく、出版を目指して撮影したネガが残されたのみであった。その ガから焼かれた全部で六三枚あるアトラスは、ハンブルク ヴァールブルク・ハウスの研究業書をはじめ
）（
（
、日本では田中純氏
や加藤哲弘氏らによって検証し再構成され、貴重な研究成果がすでに出版されてる
）（
（
。
　
ヴァールブルクがアトラスで解明しようとした最大のテーマは「身体表現」にあ
っただろう。美術のなかに伝承 特定の身振りや表情のうちには 「原初的衝動」が感情として込められているものがあると考えていた。しかし、こうした激情の原
初的表現の身振りは、歴史的文化的な過程を経て、しだいに、衝動的な行為から切り離されていく。時代を経ることで、 「情
パトスフォルメル
念の定型」に封じ込まれ「象徴」に姿を
変えていくと考えるようになる。美術史の流れのなかに、身振りの指示内容に積み重なったもの、あるいは転換したものが多く認められることによる。ヴァールブルクは、そうした「表皮」を取り去ろうと苦心した。つまりヴァールブルクはアトラスにおいて、強い感情が歴史的に形態化されてきた その 追跡する。かたちづくられた形態の根源の探求と言えるだろう。アトラスからパネル
（（番をここで例
と
して挙げてみよう
（挿図
（）。このパネルでは、古代の人体像と身振りにデュー
ラーが影響されたことが示されている。激情に揺さぶられる身体表現、英雄的な体格や筋肉、衣服の襞の動きといっ ものを、このドイツの画家は古代美術を受け継いだイタリア・ルネサンスを経由して学んだのであ 。ヴァールブルクは、このパネルにおいて、古代の身体表現の受容が二つ 段階において新 い表現方法を生み出すことを示し いる。その第一は「身体と衣服の激し 可動的表現」であり、第二は「純粋に古代的で 極端な 振り言語」である。第二の身振り言語に対し ヴァールブルクは一九〇五年のハンブルク市立図書館で行った講演「デューラーとイ
挿図 （　パネル （（「デューラーにおける古代風の身振り」
挿図 （　パネル B「ミクロコスモスとマクロコスモス」
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タリア古代
）（
（
」 において 「情念定型」 という概念を初めて用いている。この瞬間こそが、
その後のヴァールブルク議論において中心を占めるトポスの誕生であった
）（（
（
。この講
演において、一八世紀に古代の見方を決定づけたヴィンケルマンによるギリシャ美術の最高原理「静かな偉大さ」に対する疑問が提示されたのである
）（（
（
。これは、学問
上の古典主義に対する偉大なアンチテーゼにほかならない。　
古代の身体表現以外にも、ヴァールブルクは美術を考えるためのさまざまなアプ
ローチを試みている。例えばパネル
B（挿図
（）
では、ミクロコスモス
（人体）
と
マク コスモス
（宇宙）
の照応関係を中世写本やウィトルウィウス的人体のモデル
を使って考えようとした。人類は、宇宙を把握するために、ほとんどすべての文化圏で包囲測定の物差し 人間の身体を天空に投影していることにヴァールブルクは気づいていた。人間像と う具体的な比喩 通して理解されたマクロコスモスという宇宙が、こんどはミクロコスモスである人体 逆に影響を及ぼすこととなる。それは人体と宇宙のアナロジー、つまり神話の神々や黄道十二宮のイメージが翻って、人体に魔術的な力を及ぼしているとされた である
）（（
（
。同じく宇宙に目を向
けたパネル
C（挿図
（）
においてヴァールブルクは「方位測定」の画像が、世界の
混沌状況に秩序をもたらし、その世界を自分とは切り離されたものとして距離を置いて経験しようとする人間の試みを概念化することを示そうとした。つまり人間は、内なる自然や外的自然を前にしたときの不安感を克服するために、記号や像を設けて外界からのさまざまな圧力から距離をとるようにしたのである。ヴァールブルクの思考には、常に人間が悩まされていた不安感と抑圧、それを解消するための造形美術、という考え方が底流に流れていると考えてよい。それは自分自身の不安感の解消でもあった。そのための精神的 距離を生み出す表現能力が「思考空間」D
enkraum
を構成するのである。例えば、このパネル
Cの左上と左下のいずれもヨ
ハネス・ケプラーの宇宙観を示すも であるが、両者には決定的な違いがあ 。上は新プラトン主義的な、ピタゴラスに基づく宇宙の調和のヴィジョン、下では火星の軌道が示され、 法則の楕円軌道を表している。これ 円の支配から由になる決定的な一歩を示し がらも、それでもまだ「完全性」という調和 概念に縛られていることを示唆している
）（（
（
。ケプラーが惑星の軌道を発見して以降、宇宙
は神話か 解放され科学による支配を受けることと っ 。この二枚の図は、ヴァールブルクに十分な距離を与え、思考空間を与え くれる。そして科学によ 支配は、ヴァー ブルクにとってはツェッペリン号へ 乗船 よっ 頂点に達した うだ。雑誌の切り抜きが三枚貼られていることからも 飛行 での体験 彼 とっては宇宙の法則を理解するシンボルであったに違いな
）（（
（
。しかし、こうして勝ち得た
思考空間は、ヴァールブルクの言葉を借りる らば、現代の利器によって脅かされているという。 「現代のプロメテウス イカロス、すなわちフランクリン ライト兄弟は、遠さの感覚を破壊するという、まさに取 返しのつかな ことをしてしまった。電信と電話は、秩序ある世界を破壊する。神話的思考と象徴 思考は、礼拝のための空間を生み出した だが、そのような空間は電気 瞬間接続によって死に絶えているのである
）（（
（
」 。高速通信を可能にしたインターネットや原子力が利用さ
れる現代におけ 徹底的な思考空間 破壊 、ヴァールブルクならばとてつも く畏れていたことだろう。　
ヴァールブルクのアトラスは、彼の思考空間形成のためだけでなく、同時に講演
や展示におけるプレゼンテーションの道具としても用いられて た。ハンブルク市
挿図 （　パネル C「科学による宇宙の征服」
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立図書館の例だけでなく、自らの文化学図書館の講演会で閲覧室に掲示された。しかし、これら パネルは美術史的考察のため、あるいは講演のたびごとに図像の追加や削除 あるいは 間での移動が繰り返される性格から、決定的な解釈を与えることが困難となる。そのため、田中純氏が正しく指摘するように、ヴァールブルク研究者たちにアトラスの拡大解釈 あるいは「解釈＝演奏」を誘発してきた
）（（
（
。
筆者が開催した「記憶された身体
　
　アビ・ヴァールブルクのイメージの宝庫」
展
）（（
（
（一九九九年）
やジョルジュ・ディディ＝ユベルマンの「アトラス」展
）（（
（
（二〇一一年）
は、こうした拡大解釈の例であり、ヴァールブルク研究を外部へと開く創造的な試みと言えよ 。同時に、ヴァールブルクの本来 思考からはみ出した独自の思想や歴史観の表現であることも否定できず 「ムネモシュネ・アトラス」というヴァールブルクの作品は雲散霧消している いう批判も免れないであろう
）（（
（
。とは言え、確
かに写真というメディアによって異な 領域の表象を白黒の図像に還元し、位相を超えて全てを等質に扱うという発想はヴァールブルクのアトラスがもつ本質であったが、そうし 獲得した均質な「思考空間」を実際の美術作品に置き換えて展示直す展覧会は、ヴァールブルクの試みを解凍し美術研究において検証する「現実空
間」となるはずだ。さらに、こうした拡大解釈の試みは、ヴァールブルクもアトラスで実行しているように、雑誌や切手、商業広告のイメージと美術作品が同一空間に並び、等価な視覚資料として比較されることで、新しい美術史的思考をもたらす可能性に満ちているのである。　「アトラス」のパネル
（（に
はそうしたヴァールブルクの意欲的な試みが凝縮して
いる
（挿図
（）。ここには一九世紀に苦悩を描いたドラクロワの《キオス島の虐殺》
から、現代の商業的デザイン、あ いは日常生活 関わる視覚文化の一つである切手やポスター、二〇世紀の新聞の切り抜きや広告など まで古代の情念 定型の追跡が試みられている。ヴァールブルクは現代の広告などに登場す 人物像が、依然として古代の神話的な源泉に基づいていることを観察したようだ。現代の女性ゴルファーの身振り
（挿図
（）
にさえ、神話的な激情の断片を見ようとする。ドラクロ
アのキオス島の虐殺 イメージ 連鎖である女性ゴルファーには「首狩り族のカタルシス」を見ていた
（一九二九年七月三一日の『日誌
）（（
（
』 ）
。女性ゴルフプレイヤーに、
おそらく、マイナ から昇華した首を狩る女の姿を見た だろう。さら ヴァールブルクは、女性ゴルファーの写真の上に、ハンブルク在住の日本人ゴルファー竹内
挿図 （　パネル （（「近代におけるパトスフォルメルの残存」
挿図 （　ゴルフの女性チャンピオン、エリカ・ゼルショップ、
「パネル （（」より
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甲午氏の写真を配置した。これは、ハンブルクのゴルフクラブ夏季競技会の様子を報道した『ハンブルガー・フレムデンブラット』紙
（一九二九年七月二九日夕刊、二
〇八号、九頁）
の付録写真面を切り抜き貼り付けたものだ。ヴァールブルクはこれ
を切腹の介錯をする侍の身振りと関係付けている。この二人のゴルファーは彼にとって、 「激しい動きのダイナミックな緊張という 運動のカタルシスの類型」と認識された
）（（
（
。そして、トイレットペーパーの帯封や「
（（（（
マットクリーム」を広告
する主婦像には 勝利のニケ」が、 「魚を食べよう」と書かれた『海水魚の料理本』のカバーには守護天使の姿を認めることができる
）（（
（
。
　
ヴァールブルクの「アトラス」は結局、出版が叶わなかったわけだが、もっとも
ヴァールブルクに近かった秘書 ゲルトルート・ビンクとフリッツ・ザクスルは、ヴァールブ クの遺稿とともに、アトラスのパネルを出版しようと計画する。正確な編纂のために、ウィーン美術史美術館 エルンスト・ゴンブリッチが呼び寄せられ、残された豊富な写真資料を元に「正しい状態に戻され」た「アトラス」の補足版を一九三七年に作り上げてい
）（（
（
（挿図
（）。それは、実際の出版
（二巻のテキスト
付きの）
を想定し、パスパトゥールなしで写真を貼り付け、線で図版を囲むだけの
構成とされ、各写真の下にはキャプションを差し込んだものであった。出版を想定しているため当然のことであるが、ゴンブリッチ版アトラスは写真図版の異動はもはや不可能となる。こ は、思考の停止をも意味することで あり、パネルがもつ重大な性格 の矛盾を抱えることになった。ゴンブリッチのアトラスをヴァールブルクのアトラス 比較しても、余白部分が多くとられ整然と並ぶ様子には、もはや「記憶の女神＝ムネモシュネ」のオーラはなく、明晰な頭脳を持つ一人の美術史家による論文 挿図のようでしかない。　　　
ヴァールブルク・ハウスの「政治的図像学」プロジェクト
　
パネル
（（で見られたような、視覚文化遺産を美術作品と均等に扱うヴァールブル
挿図 （　ゴンブリッチ版アトラス「パネル （（」
挿図 （0　政治的図像学インデックス、ヴァールブルク・ハウス、（（（（ 年、筆者撮影
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クの精神的遺産を引き継ぎながら「解釈＝演奏」の学術的な例としてヴァールブルク・ハウスの活動がある。ハンブルク大学とハンブルク市が、図書資料のない空っぽのヴァールブルク文化学図書館を一九九三年に購入するにあたり目指した は、再度こ 図書館に研究の息吹を取り戻すことであった。ハンブルク大学美術史学教授マルティン・ヴァ ンケ
（
M
artin W
arnke,　
1937
～
）
が初代所長を務めた新しい美
術史研究所は「ヴァールブルク・ハウス」と名付け れた。建物自体は一九三〇年代当時の状態を修復復元されたが、書籍がロンド のウォーバーグ研究所から戻ってくるわけではなく、新しい研究所としてどのような性格を与えられるのかが注目された。研究所としての基本 やプロジェクト運営の資金に、ヴァルンケ氏が獲得したライプニッツ賞が充てられたことで、ヴァールブルクの知的情念に促されな
がら、領域を超えた学際的な研究所としての船出をすることとなったのである
）（（
（
。
　
ヴァールブルク・ハウスの最初のプロジェクトは、 「政
ポリティッシェ・イコノグラフィー
治的図像学」であった。
ヴァルンケ氏が長年にわたって個人的に収集を続けてきた複製写真や絵はがき、雑誌の切り抜きなどからなる「図像インデックス」がこのプロジェクトに発展した。筆者は、一九九六九八年に在外研究員としてヴァールブルク・ハウスでのプロジェクト初期 様子を実際に目撃する幸運に恵まれた。建物の三階には三〇万点
（一
九九六年の時点で）
に及ぶカードが項目ごとに整理され、引き出しのついた棚のな
かに収められていた
（挿図
（0）。しかし、その項目内では序列はなく順不同に収め
られ、使用者は順序を気にすることなく使用することが許された。 員たち 提案と合議により常に増え続けるインデックスの見出しは、政治的な意図が宗教的あるいは神話的主題によって覆い隠された図像 関連するものであった。それは、これまでのような伝統的な美術史学のイコノグラフィーとは異なり に使用された図像が主題と る独創的なイコノグラフィーの誕生なのであ 。このインデックスが、 ヴァールブルクの「アトラス」と内容的に継続していないことは、 それが「古代の生き残り」に向けられていないことから明らかである。すでにロンドンに根付いたこ 主題をハンブ クで複製する必要がな と判断したためだ。しか 、ヴァールブルク 精神は において蘇った 言えるだろう。古代からの情念定型とは関連しなくとも、政治という着目点 おい 新たな「アト ス」の誕生が目指されたからだ
）（（
（
。
　
この図像インデックスは、パネルでの展示という方法ではなく、事典の出版とい
う道を選んだ。二〇一一年にハンドブックという名称で出された二巻本は
）（（
（
、図像イ
ンデックスを使用した研究のための手引き書のような性格をもつ。例 ば、ヴァールブルクが「パネル
（（」（挿図
（）
で注目した古代の激情にかられた身振りは、 「ヘ
ラクレス」の項目においてホルバイン
（子）
による、 堕落した聖職者を処罰する「ヘ
ラクレスとして ルター」 像に引き継がれているのを認めるこ ができ だろう
）（（
（
（挿
図
（（）。そして、この事典の特徴は、項目ごとに研究成果が示されていないことに
ある。そうではなく、研究のアイデアを得られるようにヒントに満ちた研究素材が提示され「開かれている」のである。それはヴァー ブルクの「アトラス」が方位
挿図 （（　「へラクレス」、『政治的図像学ハンドブック』より
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を示すことが目的であり、常に異動可能な図版によって新しい美術史研究の可能性を生み出 思考の場であったことと似ている。ヴァールブルク・ハウスは書籍というかたち 取りながら、インデックス 収められている図版カードが最終的に閲覧されるよう誘う、政治的図像研究のまさしく手引きなのである。ここに、ヴァールブルクの「アトラス」の拡大解釈をふたたび見ることと るが、それはヴァールブルクの精神を引き継いだ新たな「アトラス」の誕生と考えるべき ろう。　　　
おわりに
　
　日本美術史研究のために
　
ヴァールブルクの精神にならって日本美術史を見つめることを考えたとき、仏教
図像学とは異なる文学的な図像学、例えば「和歌のイコノグラフィー」という冒険は可能だろうか。もちろん、これまでも日本絵画研究において和歌との関係が等閑視されてきたわけでは決してない。絵画ジャンルとして「歌絵」という和歌と絵画が組み合わされ ものがあり、個別研究によってさまざまな成果はすでに出されている
）（（
（
。しかし、筆者が提案したいのは、古代から続く日本文化の中心に和歌があっ
たことを見直すことである。世俗的美術の鑑賞の場において、和歌を嗜む知識人たちには、そこに具体的な歌が示されていなくとも作品を見ることで歌が脳裏に呼び覚まされ が想像 る。ヴァールブルクが古代の身体表現が死なないと考えていたよう 、和歌も死なずに、時代を超え 美術作品とともに連綿と生き続けていたはずだ。筆者は本稿の冒頭で、シンポジウムにおける渡部泰明氏の発表に刺激され
）（（
（
、ヴァールブルクの「情念定型」に和歌の定型「五七五七七」があたるのでは
ないかと思いつくに至っ 述べた。万葉集にこめられた古代の情念が定型的な「かたち」にのせられ伝えられる とで、和歌は死 ゆくこと 現 まで伝えられてきたことに改めて向き合うと ヴァールブルクの「情念定型」を日本美術史においても当てはめることが可能に思わ た である。　
シンポジウム後、 五島美術館で開催された「春の優品展
　
　歌・物語の世界」
（一
〇一四年四月五日
︱
五月一一日）
において、 《上畳本三十六歌仙、紀貫之像》
（挿図
（（）
と出会い、造形的な問題と和歌の可能性について考え ができた。有名な三十六歌仙を描 た絵巻の断簡である。歌仙が貴人専用の上畳に座るところから 上畳本」と呼ばれる。 「佐竹本」と並び現存最古 三十六歌仙絵と言われ、十数人 歌仙像が遺されてい 本作品では、書を藤原為家
（一一九八一二七五）
、絵を藤原
信実
（一一七六？一二六五？）
の筆と伝えるが確証はな 。平安時代の歌人紀貫之
の束帯姿に、貫之の最終官位 醍醐帝と朱雀帝二代に仕えた経歴、そして代表歌の一つ『拾遺和歌集』巻第一から「春」
（（番を書写したものである。
黒こくほう
袍に束帯姿で、
知的な表情とあいまったいかにも端然とした様子。 和歌 書道だけでなく、ことに著名人である紀貫之の表現に工夫 かけ のであろう
）（（
（
」 。本作の和歌と図像の関
係を最後に考察してみたい。　
歌は「さくらちる
　
このしたかぜは
　
さむからで
　
そらにしられぬ
　
ゆきぞふり
挿図 （（　《上畳本三十六歌仙　紀貫之像》　紙本着色、墨書、鎌倉時代前期（（（ 世紀）、
（（.（ × （0.（cm　五島美術館
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ける」
（桜の散る木の下を吹く風は寒くはないのに、空に知られない雪が降っている）
　
これは風に舞い散る桜の花を降雪に見立てた一首であり、花と雪では季節が異な
るが、さくらの根本に積もるような花びらの屑を雪に見立てた非現実的な風景となっている。筆者がこの作品で注目するのは、和歌が歌の意味とは関係のない箇所で改行されている点にある。　
さくらちるこのした
　
かせはさむから
　
て
　
そらにしらねぬ
　
ゆきそふり
　
ける
　
どうしてこのように恣意的な歌の分断がなされているのだろうか？
　
紀貫之の口
元は開けられており、まるで詠じている様であることを考慮すれば、渡部氏がシンポジウムで述べたように 和歌にはパフォーマンス、すなわち詠じ方が重要な要素であり、 「歌という行為」自体が視覚化されている可能性が高い
）（（
（
。つまり、書家が
和歌を画面に収めるにあ り、歌のリズミカルな詠じ方を書に反映させたのではないだろうか
）（（
（
。そして、この歌に呼応するかのように、画人は下
しも
襲かさね
の裾を波打たせる
ことで書のリズムとの調和を図ったと考えてみたくなる。本作は、一三世紀の日本の作品である だが、遠近法による畳が作 出す空間の上に波打つ裾が きわめて平板な身体表現に比して 実に三次元的であるために画面に心地よいリズムを与えている。この裾の表現とあたかも詠じてい ような口元からは、歌合がまさに再現され かのようである。　
成城大学文芸学部六〇周年を記念して開かれたシンポジウム「西洋美術史を学ぶ
ということ
）（（
（
」において高階秀爾氏は、西洋美術を学ぶことで改めて日本美術の特徴
が際立ってわれわれに迫ってくることを指摘した。その場でこの歌仙 紀貫之を例に次のような重大な指摘がなされたことをここに紹介して本稿を終わり い。紀貫之は醍醐天皇の命により九〇五年、 初の勅撰 集である『古今和歌集』を編纂し、仮名による序文「仮名序」を執筆する。この書き出しが、和歌の創造の秘密、すなわち日本人のインスピレーションの源泉を示すも として見過ごすことができないという。紀貫之は次のように高らかに宣言　
やまとうたは
　
人の心を種として
　
よろづの言の葉とぞなれりける
　
高階氏は、ドナルド・キーン氏がこの言葉に「激しい衝撃を受けた」と語ったこ
とを忘れられないと言う。キーン氏によれば、 「これはとんでも い だ！」と。なぜなら、 西洋的なインスピレーションとはまったく逆の発想だからだ
）（（
（
。西洋では、
ムーサ、すなわち古代ギリシャの学問芸術を司る九柱の女神が詩人や芸術家にインスピレ ション 与えるのが古代以来の伝統である
（挿図
（（）。アポロンとともに
パルナッソス山にムーサたちは住み、それぞれに役割を示すアトリビュートを か
挿図 （（　ラファエッロ《パルナッソス山》　フレスコ、（（0（–（0 年、ヴァティカン宮殿
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えるのが常である。その神殿がムセイオンと呼ばれミュージアムの語源となっているのは言うまでもないだろう。　
そして、このムーサたちはゼウスと記憶の女神「ムネモシュネ」の娘であった。
ヴァールブルクの「ムネモシュネ・アトラス」という名称も、この女神が示した地図によって西洋の芸術が作られてきたことを意味することをここでもう一度思い出すこと しよう。西洋ではインスピレーションは上方から、つまり天上世界から降りてくるものであるのに対し、 「やまとう は
　
人のこころを種として」 、つまり日
本人のインスピレーションは、神からもたらされる で なく、人のこころのうちにあるという。人間 内面から「うた＝芸術」が生まれてくることを紀貫之は宣言しているに他ならない。人間本位の芸術が日本の芸術であ ことをはっきり 示している。　
やまとうたが、人のこころをのせる定型であるのだから、古代から現代までつら
ぬく日本の情念のかたちが伝えられていること 異論 ないだろう これまで日本美術研究で集中して取り組まれたことのな 、和歌 イコノグラフィー研究というものを今後の 美術史 課題 し 取り組むことで、日本美術史に新し 軸が誕生しはしないか。しかし、 それは日本美術史家 みによって達成されるはずはなく、領域を超えた共同研究、すなわち和歌や日本文学研究者と共同で取り組まなくては困難だろう。そうした大きなま ざしの確立に、もし日本の西洋美術史家に役立つことがあるなら、ヴァールブルク・ハウスで「政治的図像学」 試みが果敢になされていることをモデルとして示すことかもしれない。東京国立文化財研究所が 越境的な文化学研究の場となることを心より期待 ながら
註（１）
　
報告書は、 『
「かたち」再考
　
開かれた語りのために』
東京文化財研究所編、 平凡社、
二〇一四年。
（
（）　
前
掲書、二〇一四年、三二〇頁。渡部泰明「歌の〈かたち〉

源俊頼の方法」 、
前掲書、一八三一九三頁。
（
（）同
シンポジウム後に「かたち」をめぐる研究会が所員によって継続的に開催され
ている。筆者は、二〇一四年五月二二日に東京文化財研究所で行われた研究会にお
いてセッション
（の
司会者であった藤川哲氏とともに発表を行った。藤川氏の発表
は「現代美術におけるかたち国際美術展を中心に」であり、本誌二二頁に掲載。
（
（）　
綿田稔
「セッション趣旨説明雪舟の《慧可断臂図》を例に」前掲書、 二一六頁。
（
（）　
現在は建物の一部が買い戻され、
ハンブルク大学附属研究施設「ヴァールブルク・
ハウス」となっている。筆者は、一九九六年から九八年に在外研究員として滞在することができた。
（
（）　
イルゼビル
・バルタ゠フリードル「凱旋から心理劇まで：探求と発見、あるいは、
ある思索好きな男の冒険

アビ・ヴァールブルクが編集した身振り言語の図版シリ
ーズについて

」佐藤直樹他編集『記憶された身体

アビ・ヴァールブルクのイ
メージの宝庫』国立西洋美術館、一九九九年、二〇九頁。
（
（）　
ヴ
ァールブルク・ハウスのマルティン・ヴァルンケ教授が中心になって編纂され
たものである。
M
artin W
arnke u.a (H
g)., D
er Bilderatlas M
nem
osyne, G
esam
m
elte Schriften 
Aby W
arburg, Bd. 2/1, Berlin, 2000 (2012).
（
（）　
伊
藤博明、加藤哲弘、田中純『ムネモシュネ・アトラス』ヴァールブルク著作集
別巻
（、
ありな書房、二〇一二年。同社からは全七巻の『ヴァールブルク著作集』
が二〇〇三〇六年に刊行されている。またヴァールブルクの思想 ついては次も重要な基本文献である。田中純『アビ・ヴァールブルク、記憶 迷宮』青土社、二〇〇一（ 一一）年。
（
（）　
こ
の講演は論文として出版される。以下に翻訳あり。 『デューラーの古代性とス
キファノイア宮の国際的占星術』加藤哲弘監訳、ヴァールブルク著作集
（、
ありな
書房、二〇 三年。
（
（0）　
伊藤博明他、前掲書『ムネモシュネ・アトラス』 、二〇一二年、四七八頁。
（
（（）　
伊藤博明他、前掲書、四七八頁。
（
（（）　
佐藤直樹他編集 国立西洋美術館、一九九九年、一八 頁。
（
（（）　
伊藤博明、前掲書、三四頁。
（
（（）　
佐藤直樹他編集、前掲書、一八二頁。
（
（（）　
佐藤直樹他編集、前掲書、一八二頁。
（
（（）　
田
中純「解題
　
ヴァールブルクの天球へ
『ムネモシュネ・アトラス』の多層
的分析」 、伊藤博明他、前掲 、二〇一二年、六五四頁。
（
（（）　
国
立西洋美術館の後、ハンブルク工芸美術館に巡回。日本語カタログは註
（を
参
照、ドイツ語版カタログは、
Ilsebill Barta-Fliedl, C
hristoph G
eissm
ar-Blandi, N
aoki Sato 
(H
rsg.), R
hetorik der Leidenschaft. Zur Bildsprache der K
unst im
 Abendland, H
am
burg, 1999.
（
（（）　
G
eorges D
idi-H
uberm
ann, Atlas. H
ow
 to C
arry the W
orld on O
ne’s Back?, M
adrid, 2011.
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田中純、前掲書、二〇一二年、六五四頁。
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（
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伊藤博明他、前掲書、二〇一二年、六〇二頁。
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伊藤博明他、前掲書、二〇一 年、六〇〇
六〇二頁。
（
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イルゼビル・バルタ＝フリードル、前掲書、一九九九年、二一九
二二〇頁。
（
（（）　
佐
藤直樹「複製される思考空間

アビ・ヴァールブルクの知的遺産とその再生」
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